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　平成21年度当初予算の編成に当たっては，平成20年度3月補正予算と連携して，雇用・経済対策について
積極的に取り組み，449億円の雇用・経済対策経費を計上するとともに，「力みなぎる・かごしま」の実現に向
けて，「3つの挑戦」と「3つの課題」への重点的な予算配分を行いながら，「県政刷新大綱」を踏まえた一層の歳
出削減・歳入確保の取り組みによる行財政構造改革の着実な進展を図ることとし，併せて「かごしま将来ビ
ジョン」を勘案し，「安心・活力・改革継続予算」としての編成を行った結果，前年度当初予算に対して8年ぶりに
0.1パーセントの増になりました。

　平成21年度当初予算の編成に当たっては，平成20年度3月補正予算と連携して，雇用・経済対策について
積極的に取り組み，449億円の雇用・経済対策経費を計上するとともに，「力みなぎる・かごしま」の実現に向
けて，「3つの挑戦」と「3つの課題」への重点的な予算配分を行いながら，「県政刷新大綱」を踏まえた一層の歳
出削減・歳入確保の取り組みによる行財政構造改革の着実な進展を図ることとし，併せて「かごしま将来ビ
ジョン」を勘案し，「安心・活力・改革継続予算」としての編成を行った結果，前年度当初予算に対して8年ぶりに
0.1パーセントの増になりました。

「3つの挑戦」と新たな時代への「３つの課題」に取り組みつつ，県政刷新大綱を踏まえた行財政構造改革の着実な進展を図ります。

３つの挑戦

持続可能性 産業おこし 鹿児島おこし

３つの課題

環　境 食　料 医療・福祉

オープンな県政の展開と持続可能な行財政構造の構築

生涯を通じて安心して暮らせる社会づくり

安心・安全な社会の形成と県土づくり

人と自然が調和する地球にやさしい社会づくり

新時代に対応した戦略的な産業おこし

誰もがいきいきと活躍できる雇用環境づくり

快適で活力ある生活空間の形成

農山漁村の活性化と奄美・離島の振興

共生・協働による温もりのある地域社会づくり

教育の再生と文化・スポーツの振興

鹿児島県知事

伊藤 祐一郎

平成21年度当初予算　7,726億3,600万円　［対前年度当初比 ＋０.１％］
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財政改革プログラム初年度

県政刷新大綱初年度
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14,673

14,544

380

15,451

15,980
16,179 16,172 16,159 16,211 16,191 16,325

県債残高県債残高

財源不足額

８年ぶりのプラス予算

15,064

320 320

15,158
15,044

451

14,805

381

14,607

305

14,469

293

14,249

157

13,999

148

※　県債残高は，Ｈ19年度までは決算額，Ｈ20年度は3月補正後見込額，Ｈ21年度は当初予算時点の見込額。
　　□は臨時財政対策債とＨ19年度以降の減収補てん債を除いた本県独自に発行する県債の残高ベースの額。

当初予算規模の推移 県債残高と財源不足額の推移
　平成21年度末の県債残高見込額は,平成20年度末の1兆6,191億円から134億円増加して
1兆6,325億円となりますが,地方交付税の振替である臨時財政対策債などを除いた本県独自
に発行する県債の残高ベースで比較すると,平成20年度末の1兆4,249億円に対し,平成21年
度末残高は250億円減少して1兆3,999億円となる見込です。

250億円
減少
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県政刷新大綱を踏まえた歳出削減の取り組み
（三位一体改革の影響を除いた一般財源ベース）
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●　ふるさと雇用再生特別基金事業 18億600万円
　地域求職者などの雇用機会を創出する事業を実施し，地域におけ
る継続的な雇用機会の創出を図ります。

●緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 10億3,300万円
　非正規労働者などの失業者の短期の雇用・就業機会を創出する事
業を実施し，これら失業者の生活の安定を図ります。

●特別訓練事業訓練費
①民間教育訓練機関への委託料 1億3,700万円
　県が民間教育訓練機関に委託して行う，
離職者などを対象とした職業訓練について，
訓練メニューや定員を拡充します。

②　離職者等職業訓練助成金 7,000万円
　雇用保険や訓練手当の支給がない非正規労働者などの求職者に
対し，訓練受講期間中の生活の安定を図るため，新たに訓練助成金
を支給します。

●　離職者等就業・就農促進緊急対策事業 7,400万円
　昨今の経済情勢の悪化により発
生した離職者などを農業法人など
へ円滑に就業させるため，生活面
にも配慮しながら，有効な事前研
修の機会を設けます。

●　福祉・介護人材確保緊急支援事業 9,000万円
　介護従事者の定着や若い世代などの参入を促進し，介護職への関
心と理解を深めるため，就職選択説明会などを開催します。

●特別支援教育の充実

●　「近代化産業遺産群」世界遺産登録
　推進事業 4,000万円
　「九州・山口の近代化産業遺産群」の世界
遺産登録に向け，関係県・市一体となった取
り組みを展開します。

●　鹿児島ふれあいスポーツランドの整備
 7億1,200万円
　平成23年春に開催する「第28回全国都
市緑化かごしまフェア」のサブ会場として整
備するとともに，フェア終了後は，サッカー・
ラグビーの九州大会や県大会の試合ができ
るグレードの高い施設を整備します。

●　集落の維持・存続に対する政策推進モデル事業 200万円
　維持・存続が危ぶまれる集落の課題解決のため，市町村の取り組
みを促進するとともに，モデル地域を設定し，集落の抱える課題の把
握および解決に向けた支援を行います。
〔モデル地域：「薩摩川内市」，「鹿屋市および圏域を形成する市町村」〕

●特定離島ふるさとおこし推進事業 9億円
　自然条件などが特に厳しい特定離島地域を対象に，産業振興，生
活基盤整備，ソフト対策などの各種施策を支援します。

●　錦江湾横断交通ネットワーク可能性調査 2,000万円
　錦江湾を横断する交通ネットワークの整備について，どういう条
件の下にプロジェクトが成立するかについて詳細な可能性調査を行
います。

●都市緑化フェア推進事業 8,800万円
　九州新幹線鹿児島ルートの全線開業に
あわせて，平成23年春に開催する「第28回
全国都市緑化かごしまフェア」の開催準備
を進めます。

●　甲突川リバーサイドウォークの整備 4,000万円
　鹿児島市が行う甲突川周辺のまちづくりと連携し，県民や観光客
が川に親しみ，憩える場となる水辺空間を創出するため，散策路な
どの整備を行います。

●協働の担い手支援事業 1,900万円
　協働の担い手となるNPOや自治会など
を支援するため，NPOなどが行う事業への
助成，実践講座，NPOネットワークの構築
支援，地域リーダーの養成などを行います。

の課題」に取り組みつつ，県政刷新大綱を踏まえた行財政構造改革の着実な進展を図ります。～

９　共生・協働による温もりのある地域社会づくり

７　快適で活力ある生活空間の形成

８　農山漁村の活性化と奄美・離島の振興

10　教育の再生と文化・スポーツの振興

（完成予想イメージ）
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4,959

4,802

▲157
行革推進債等99
＋基金49で対応

303億円の収支改善

景気後退に伴う税収減 地方財政対策における所要一般財源の確保

歳出面での
取り組み

▶人件費 △５６億円 職員数の縮減，職員給の縮減　など
▶公債費 △３６億円 県債発行の抑制，利子の減　など
▶扶助費 ７１億円 後期高齢者医療制度による増　など
▶普通建設事業費等 △３６億円 総事業費を確保した上での重点化，財源確保　など
▶一般政策経費 １３億円 経済情勢へ対応しつつ内部経費の抑制　など

歳入面での
取り組み

▶使用料・手数料の見直し １億円
▶県有財産の売却 40億円
▶未収債権の縮減　　　  特別滞納整理などによる県税徴収体制の強化　など

財源不足額 148億円  （参考：平成20年度：157億円）

６　誰もがいきいきと活躍できる雇用環境づくり

当面の財政収支の見通し （平成１９年８月公表）
〈２１年度〉 財源不足額見込額 ： ２３８億円

財源不足額については，
行革推進債や基金など
で対応

県政刷新大綱を踏まえた行財政構造改革に取り組んでいます▶農業開発総合センターにおける
　実務研修（10人）
▶市町村農業公社などにおいて県の
　委託業務に従事しつつ行う実務
　技術修得（30人）

新

新

新

新

新

新

新

▶鹿児島盲学校の整備（建設工事）平成23年度移転開校予定 6億700万円
▶　鹿児島養護学校の整備（基本設計）平成25年度移転開校予定 5,200万円
▶桜丘養護学校の改修 9,400万円
新

新

新

▶コース数 20年度：87コース　 21年度：117コース
　※介護福祉科（基礎研修，ヘルパー），パソコン簿記科，
　　医療事務科，販売サービス科などを新設・拡充
▶定　　員 20年度：360人　 21年度：750人

　平成21年度当初予算編成においては,景気後退に伴い県税収入が大きく減少
することが予想される中で,国の2次補正予算や平成21年度の地方財政対策にお
いて実質的な地方交付税総額が確保されたことや,県も県政刷新大綱のフレーム
に沿って事務事業の見直しなどに取り組んだ結果,平成20年度に157億円あった財
源不足額を148億円にまで圧縮しました。



●畑地帯総合農地整備事業 106億8,400万円
　畑作農業経営の体質強化のため，国営かんがい排水と連携し，農
業用用排水施設，区画整理などの基盤整備を進めます。

●　上海マーケット開発推進事業 2,000万円
　上海の流通業者などと人的ネット
ワークを有し，中国ビジネスについ
ての豊富な経験を持った「上海マー
ケット開発プロデューサー」（仮称）
の設置に向けた検討を進めるととも
に，上海の輸入業者を招へいした商
談会を開催します。

●　「本物。かごしまのさかな」海外販路創出・拡大事業
 400万円
　本県水産物の一層の輸出拡大の
ため，国際見本市や海外現地商談会
への積極的な参加を通じ，海外にお
ける「かごしまのさかな」の知名度
アップや販路開拓に取り組みます。

●　かごしま産業おこしフェア2009開催事業 3,800万円
　県内の中小企業などが製造した製品や特産品，農林水産物などを
一堂に集めた「かごしま産業おこしフェア2009」を開催し，本県の
商工業や特産品をＰＲするとともに，商談会や就職相談会などを行い，
本県産業に活力をもたらす契機とします。

●観光かごしま大キャンペーン推進事業 1億円
　ポスト「篤姫」対策として，「島津斉彬生誕200年」や，「肥薩線全線
開通100周年」などの周年行事を契機とした九州新幹線全線開業プ
レキャンペーンを行うほか，多様なツーリズムメニューの集成，受入
体制の整備など，民間と行政が一体となった取り組みを進めます。

●　消防・防災ヘリコプター医師搭乗
　システム整備事業 700万円
　救急搬送体制を強化するため，消
防・防災ヘリコプターに医師などが搭
乗し，現場へ出動するシステムを整備
します。

●緊急医師確保対策事業 3,400万円
　深刻化する医師不足の状況を踏まえ，将来にわたって安定的に医師
を確保するため，鹿児島大学や医師会と連携した対策を実施します。

●　妊婦健康診査支援事業 4億1,900万円
　安心・安全な妊娠・出産を確保するため，市町村における妊婦健康
診査の公費負担の拡充を図ります。

●　多子世帯保育料等軽減事業 1億2,2００万円
　少子化対策として，認可保育所・私立幼
稚園に第3子以降の子どもを入所・就園さ
せる多子世帯の保育料などを助成し，子
育てに係る経済的負担を軽減します。

●乳幼児医療費助成事業 5億9,300万円
　乳幼児の疾病の早期発見と
早期治療を促進し，乳幼児の健
康の保持増進を図るため，保険
診療に係る医療費を助成します。
（自己負担額3,000円／月）

●　パーキングパーミット制度導入事業
 800万円
　身障者用駐車場の適正利用を図るため，県内
共通の利用証を発行し，必要な方のために駐車
スペースを確保するパーキングパーミット制度
（身障者用駐車場利用証制度）の導入を図ります。

●　県こども総合療育センター施設整備事業 2億3,100万円
　障害児全般にわたる相談・支援機能を備えるとともに，主に発達
障害児，知的障害児及び肢体不自由児に対する外来治療・療育など
を行う総合的な療育センターを整備します。

●　かごしま低炭素社会モデル創造事業
　(屋久島) 2,600万円
　屋久島で，ＣＯ２の発生が抑制された先進的な
地域づくりを促進します。

●地球環境を守るかごしま県民運動推進事業 1,000万円
　温室効果ガスをさらに削減するために，生活様式の見直しなど県
民一人ひとりが率先して取り組む「地球環境を守るかごしま県民運
動」の一層の展開を図ります。　
　　　地球温暖化対策制度検討事業

●産業廃棄物処理施設整備促進事業 1億4,400万円
　公共関与による産業廃棄物管理型最終処分場の基本設計を行う
とともに，地域や県民の方々に理解を深めていただくための啓発活
動に取り組みます。また，周辺地域の環境整備を進めます。

１　オープンな県政の展開と持続可能な行財政構造の構築

３　安心・安全な社会の形成と県土づくり

●地域振興推進事業 7億7,000万円
　地域振興局・支庁が，地域における県政の総合拠点として，それぞ
れの地域固有の課題解決や地域活性化策に迅速かつ柔軟に取り組
みます。

●　自動車税納税お知らせセンター事業など 700万円
　自動車税の徴収率と納税者の利便性の向上を図るため，短期集中
的に電話による納税催促を行うほか，クレジット収納の導入に向け
た環境を整備します。

●　新型インフルエンザ緊急対策事業 3億1,000万円
　新型インフルエンザの発生に備え，抗インフルエンザウイルス薬
のタミフルやリレンザを追加備蓄するとともに，入院協力医療機関
などの人工呼吸器や感染防護具の整備を促進します。

●　地域ぐるみ自主防災組織育成
　強化事業 100万円
　自主防災組織率の向上を図るため，
都市部のマンションや組織率の低い地
域で自主防災組織が結成されるよう重
点的に取り組みます。

～「３つの挑戦」と新たな時代への「３つ平成21年度に取り組む主な施策の概要

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

４　人と自然が調和する地球にやさしい社会づくり

２　生涯を通じて安心して暮らせる社会づくり 医療・福祉

環　境

５　新時代に対応した戦略的な産業おこし 食　料

（他県の例）

伊藤知事が「安心・活力・改革継続予算」を２週連続で語ります。ぜひご覧ください。
MBC「ふるさとかごしま」　①4/18（土）11：15～11：30　②4/25（土）11：15～11：30

※予算金額は原則１００万円未満を四捨五入しています。

県庁財政課　☎099（286）2181問い合わせ先

▶県地球温暖化対策懇話会の開催
▶温暖化対策推進のための条例制定 

▶専門家によるＣＯ２フリーの島づくり研究会の設置
▶地域協議会の設置・構想策定
▶電気自動車の試乗会の開催
▶公用車に電気自動車を導入

（制度の拡充など）
▶現　行 医科：6歳未満  歯科：4歳未満

▶見直し ・医科，歯科ともに就学前まで
 ・所得制限の導入

（その他の取り組み）
▶環境パートナーズ制度の推進
▶エコライフデーの普及啓発
▶グリーン日記コンテストの実施




